
海外安全対策情報 

 

１．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

2023 年４月から６月におけるエルサルバドル国内での犯罪統計は以下のとおりです。 

  2022 年４月から６月 2023 年４月から６月 前年差 

窃盗 1,388 1,623 235 

強盗 447 274 -173 

傷害 658 764 106 

殺人 67 38 -29 

恐喝 528 185 -343 

車両盗難 140 171 31 

車両強盗 49 10 -39 

強姦 648 634 -14 

交通事故死 301 311 10 

行方不明 64 78 14 

誘拐 1 0 -1 

合計 4291 4088 -203 

 

 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2022年4月から6月 2023年4月から6月



  2023 年 4 月から 6 月における主要犯罪発生件数は、2022 年の同時期と比較して減少しま

した。2022 年 3 月に発効され現在も継続中である、「例外措置体制（憲法で保障される権利の

一時的制限措置）」によりギャングの取締りを強化した（これまでに 71，000 人以上のギャングが

逮捕・拘束されたと報じられています）政策の開始から１年が経過したため、犯罪の減少幅は政策

発効当初よりも下降傾向にあります。「殺人」、「強盗」、「恐喝」など、今まで主にギャングが関与して

いたと思われる犯罪は大幅に減少しているものの、「窃盗」については引き続き増加傾向にあるため、

基本的な防犯対策を継続していただき、十分に注意するようにお願いいたします。また、交通事故死

が増加しているため、車両運転時はスピードを抑え、車間間隔を空け、安全運転を心がけるようお願

いいたします。 

  

２．邦人被害事案 

    日本人の被害は報告されていません。 

 

３．テロ・爆弾事件発生状況 

   日本人の被害は報告されていません。 

 

４．誘拐・脅迫事件発生状況 

   日本人の被害は報告されていません。 

 



５．日本企業の安全に関わる諸問題  

   特に報告はありません。 

６．治安関連報道 

 （１）「例外措置体制（憲法で保障される権利の一時的制限措置）」の期間延長（4 月 13

日、5 月 17 日及び 6 月 14 日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

      4 月 12 日、5 月 16 日及び 6 月 13 日、各月で当国国会は、例外措置体制（ 

憲法で保障される権利の一時的制限措置（30 日間））の期間延長を承認した。 

      ビジャトロ司法・公共治安大臣は、「我が国は国民への治安面で大きな変革と新たな段

階を迎えている。この措置の延長は、地域社会の平和と自由を保障するための土台となる」

と述べた。 

 

（２）ブケレ政権下での殺人事件が発生しなかった合計日数について（5 月 12 日付ディアリオ・

エルサルバドル紙） 

      ブケレ政権下で、殺人事件の無い日が合計で 365日間という歴史的記録を達成した。ア

リアサ・チカス国家文民警察長官は、「5 月 10 日は、ブケレ大統領の任期中、殺人事件の

無い日が合計 365 日間となった日として、エルサルバドルの歴史に刻まれることになるだろう」

と述べた。 

メリーノ国防長官は、例外措置体制及び犯罪地域コントロール計画などの治安対策に基

づきギャングとの戦いを継続すると述べた。これまで拘束されたギャングは 68,294 人、銃器



2,718 丁、車両 3,614 台及び携帯電話 16,510 台が押収された。 

 

（３）国家文民警察官の殺害について（5 月 17 日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

5 月 16 日午後 3 時、チャラテナンゴ県のヌエバコンセプシオン市にて、パトロール中の国家

文民警察官 1 名が、ギャングメンバーに襲撃され殺害された。 

当局は、事件に関与したギャング 1名を拘束し、残りの容疑者は現在捜索中であると発表 

した。ブケレ大統領は、「この悪が完全に無くなるまで、例外措置体制を継続しなければならな

い理由がわかるだろうか、この卑怯な殺人が罰せられないわけがない、私たちは、彼らがしたこと

の代償を払わせる」と述べた。さらに、同大統領は、「我が国に残るギャングが、英雄の一人を

暗殺した、しかし、人権 NGO は何も言わない、彼らは犯罪者の権利を守るだけだ」と人権関

連の非政府組織を批判した。 

 

（４）国家文民警察官への襲撃について（6 月 18 日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

6月 17日朝、クスカトラン県スチトト市アグアカヨ地区でパトロール中の国家文民警察官が、

ギャングメンバーに襲撃された。襲撃したギャングメンバーは、警察官の反撃により死亡した。当

局によれば、犯人は、他のギャングメンバーとともにこの地域の隠れ家に潜伏していた。 

また、6月17日早朝、ラ・リベルタ県ウイスカル市アマキルコ地区でパトロール中の国家文民

警察官が、ナイフを所持したギャングに襲撃されそうになったため、正当防衛により相手の腕に

向けて発砲した。被疑者は病院で拘束されており、殺人未遂と違法集会で起訴される予定



である。アリアサ・チカス国家文民警察長官は、ギャングとの戦いを中断せずに継続すると述べ

た。 

 

以上 


